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安全使用のために注意するポイント

手術時の熱傷事故について

光源装置の取扱い上の注意点１

（事例 1） 腹腔鏡下手術中、光源を点灯させた状態の硬性内視鏡をドレープの上に置いていたところ、
ドレープが焦げて患者の大腿部にやけどを認めた。

内視鏡や開創器などで光源を使用するときは、光源の先端部をドレープの上に直接
置かないこと。

カメラケーブル

硬性内視鏡 ライトケーブル

光源装置

ライトケーブルを
取り外した場合

光源の熱により
やけどが発生！

トロッカー

Ｎｏ.３３ ９月２０1２年

内視鏡の先端部や、内視鏡から取り外したライトケーブルの先端部は、
光源装置の電源を切ってからもしばらくの間、熱を持っています！
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（事例 2） 手術中、電気メスをドレープの上に置いていたところ、ドレープが焦げて患者の大腿部に
やけどを認めた。

電気メス等の取扱い上の注意点２

電気メスやレーザーの先端部をドレープの上に直接置かないこと。

使用中の電気メスの先端部は非常に高熱（約300℃）であり、
出力を止めてからもしばらくの間、100℃以上の熱を持っています！

写真提供（社）日本医療機器工業会 手術用メス委員会

④ ドレープ下の肉片も焦げる

② 出力後、メス先がドレープと接触①50W 切開モードで10秒間出力

③ ドレープが焦げる

検証写真 電気メスによるドレープ下へのやけど

注）上記の検証は一例であり、出力モードや出力時間、メス先の形状によりやけどの程度は異なります。

ドレープ

肉片

電気メス

ドレープ裏側

やけど跡

メス先の跡

電気メス

電気手術器

先端部の熱により
やけどが発生！
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手術中における電気メス等の管理の一例

ホルスターへの収納 器械台への移動

シリコンマットの使用

使用後の電気メス等はドレープの上に置かないことが原則ですが、
手術時の状況によっては、上記のようなホルスターやシリコンマット
などの使用も有効です。

写真提供
コヴィディエンジャパン (株)

電気メス

ホルスター

写真提供
(株) アムコ

シリコンマット

電気メス

器械台 膿盆

レーザー
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